
平城宮跡・藤原宮跡の整備
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1 平城 宮 跡の整備j

1992年度に実施した宮跡整備は，宮内省凶北殿復原，朱後門周辺整備，第一次大極殿院地区

整備， 佐紀池石和説岸整備， 案内板設-i[1:，j日j圧屯気整備改修，保存科学実験室改修及び樹木名

板設置などを行った。

宮内省西北殿復原 昨年度に引き続く工事で 12月にすべてが完了し ここに取h線をそろえて桁

行91:Uの西南殿と12間の凶北殿とがそろうことになった。梁IBlが2lIiJであることや榔造形式や

外観等すべて両者共通しており. !ド1・に京間する扉口と土壁との|刻係を同じパターンで統ーした

こともあって. 2棟の連世!惑がより強調される という効果が11'，た。図l.A (利目啓三)

宮内省正殿の礎石復原 西北殿の東方に位IUI:する桁行 7lIiJ・ 梁行4IIH .柱間各15尺 ・陶北械の大

形建物で，この区域内での正殿と考えられている。礎石が北から3s;iJにわたり当初のまま遺存

していることでもこれまで注目され，f~ II U展示の形をとってきた。 ところが南殿 2 椀が復原さ

れたのをはじめと して， このたび凶南殿・西北殿ともそろい，整備レベルのIVJ係もあって，こ

の際に建物の復原を念頭においた上での礎石復原を行うこと となった。一部であれ当初Jの礎石

が残るところから，先ずこれを被離し保護することを第一義に考え，礎石を養生の上，全面に

わたり厚35cmの鉄筋コンクリ ートスラブを打ち，この上に}!/30cmにカ ットした礎石を扮iえる

という 工法をとることにした。 周凶の~，Piiは羽目石 ・ ~石で椛jまされる Nîî ijl なものであったろ

うが，今回は復原せず法而に形成した上，上ITtiと同じように仮芝仕上げにとと'Ihた。

この建物の桃造形式は. jlJ:{;~. 造物などから，切妻造でII立き . 三ツ斗程度の翁l物をもち ，

軒は地円飛fl:)の2~q:であったと想定される。 もちろん外壁壁-には扉口や辿子窓窓、または土壁等でで、附

さざ‘されていたはずである。 今後の復l原原啄、がj刈則リ引l陥符待aされる。医図l日1.8 (紺釧l旧見r碑存三)

朱雀門周辺登備 H 

大垣の復原表示と門前広脇場.の整{制怖備i市桁ilを行つた。

朱雀門基担と既設復j京築地とのIIIJは， 築地の平ITti表示にとどめ，既設築地と同様に雨務葛石

は凝灰岩延石， 築地両側下には花尚岩延石を並べ，犬1Eり・築地|々 はそれぞれ色モルタル仕上

げを施した。朱主主門基出復原に先立つ第121次発抑制査によって，築地中日はこれまで考えられて

いた門両1Jl11のみ基底l陥12)cと大きくなるというものではなく ，すべて基準師9尺であることが

わかったので，この新知見による築地幅としている。なお.，協門の存在は第16次発抑調査でも

硫認された通り，門中心からがjlOO尺隔たった位世に柱心々14.5)~のくぐり 1'9があったとみてよ

い。今回は直径1.2尺の門柱を地上80cm立上げその位iliを示すとともに，!dt居敷や蹴放しはそ

れぞれの下に入っていたであろう見切石を制え表現した。ただ，東方は全長にわたって施工で

きたが.iLEi方は市道との関係から朱作門ll!1Jの柱 1本を立てるにとどまった。図 1.C (紺l凡啓三)
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門前広場は，正而階段及び来}jおP'Iと復原二条大路内苑路とを結ぶ苑路を造成し，苑路は化粧

砂利敷(I"J正l而mlIMr.¥17m，脇f"J苑路中M5 m)告IIi袋とし，その他は張芝とした。なお，新設苑路と二

条大路内苑路の媛合部には!II.l1::栂 (ステンレス製，後14.3mm)を，その他道路境界線には擬木柵

(コンクリ ー ト製焼杉イ 1:上げ，高45cm) を設ir，~した。 (上垣内茂樹)

第一次大極殿院地区登備 第一次大極殿院j也区暫定整備の一環として，本年度は北の大筏殿が建

つ台地と持jの広場との1111にある出を視覚的に捉えられるよう出造成を行った。ここには奈良時

代前半期の山さ約2.2mの!!'j.{i't擁壁と，その後位置を約18.3mrtiに移してつくられた奈良H寺代後

半期の玉石航機壁からなる高さ約1.8mの出がある。今回の造成では現存する後期!の遺構を保護

する|刻係上，玉石航機壁の位i?1に出を設けた。しかし， 7Ji低差については法而を芝生で保護す

るため約1.2mとし.かっその勾配も本来の玉石航機壁より緩くし，約26度とした。なお，造成

した段差の東西延長は約131.4mである。岡1.0 (日溜í~ー)

佐紀池石積護岸墜備 平城宮跡の北阿部にある佐紀池の西山は民地と接しており，波による堤の

JbH容が近年 I~I 立つようになってきたことから， I百l池の1L'H予告11に花崩岩~~割石による設以挫備を

行った。石航機壁の場合，コンクリート悲礎を設けるのが通例であるが，今回は，下部に残存

する遺構に彩斡を与えないよう遺構上告11に生必丸太の』弟子胴木基礎を採用した。なお，石和擁

壁の設置I立世は，擁壁裂込のf表紙lを敷地境界線に合わせるようにし，機壁の所不了と色・型w任が
明確となるよ うにした。施工した石舶の総延長は約7001となった。閑l.E (波法成!と)

案内板設置 平城山助;サイン計阿に法づき，大拠点集合サインHι逃椛解説サイン(8)5器及
び平城宮跡地問サイン (路面J.l1l込型)7悲を設置した。

大拠点集合サインは，平波宮のI3隊問，平城宮跡地問，平減目幼:の説明文，資料館の案内な

どを焼き付けた陶絞を，鉄筋コンクリートの躯体に張り付け.花i前岩切石で外装を施したもの。

総合案内板の役:，1討を持つもので，泣併以示nr.東側の案内広場・の北端に位置した。説明文は，和

文 ・英文のほか，平城7:[跡のサインとしてははじめて中国i訴・ハングルでの表記も探川した。

迂I桃解説サイン (8)は，イラストと説明文 (和文 ・英文)を焼き付けた陶板をコンクリート躯

体に強り付け，説灰岩の切石で外装を施したもの。イラストは，それぞれの遺構の家良時代の

推定復原岡を基訓とし，人物をffliき込むことによって臨場感をii.ii11'，した。設置場所は，宵内省

の復原建物，内裂の井戸，朱往門，兵l~il符，北而大垣である。 閃 1.F (小野健許)

V大拠点集合サイン 2αlO 

V治情解説サイン(8)

1αlO 

500 

平城山 f~;サイン，ìlTIIijに法づく ~IλJ{反
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高圧電気設備改修 平城12;跡内の発抗日調査f日正:j}j:;ωIf，lとして 宮跡、内に地中立II設配線 (6.6KV)を

行っているが， 近年配屯設備の老朽が進み耐用年数も経過していることから，これを改修する

こととした。既存の設備は施工後20年を経過しており，発掘部l査や環境整備の進捗にwう経路
変更の必要性も /1\てきていた。 本年度は第一次大極殿院外の東北ド/~古11受tU設備 (キューピクル)

をはじめ，中央緑|怠;;17内変屯;古市iii等キューピクル (1~~;O: き型)を計 6 基及びそれらに至る配fE

線 (~'~H:スチールコルゲー ト ケーフソレ22sq-3c 土中山:J.ill) の更新を行 っ た。 悶 l. G (小i虫|秀彦)

保存科学実験室改修 平成3年度にそれまで第3収減邸内に分散していたLI¥土地物の保存処理施

設を集中させるよう大型造物処理II械の建設を行った。その結果，移転跡の利用法として，発指

/:1:¥土逃物の保存処理II方法や災|捺の作業が見学できる施設に改修することとし，平JJ，え'ι-跡資料館
地区の見学:施設の充実を図った。改修は， 見学者が保存処理II作業の邪魔にならないよう見学用

通路 (廊下)を設け，その通路沿いの各処理主の壁にできるだけ定、を多く取り， 内部での処理作

業等が見学出来るように した。図 ].H (坂上定敬)

平城宮現況樹木調査と樹木名板設置 当研究所で、は第一次大極殿院の復151整1iiiiに向けて，平成元年

度から基礎調査をすすめてきており 1I1;:{1~)立(平成 3 年度)には宮内に現存する樹木の悉セ!?訪日査

を行った。その結果，現在宮内には約3.800本の樹木が生育していることが把握できたが，今後

将来にむけて樹木の生育を追跡制査する必要がわかった。そこで今年度は追跡部!査すべき訓査

木を約100本選び，これらの樹木の台帳を作成するとともに，各樹木に登録ナンバー， f!~{準キ11名，

学名，植栽年度を入れたアル ミ製プレートを取り付け 5年ないし10年後に予定している追跡

調査に備えた。同時にこれらのプレートは平城宮見学者に樹木名を学習してもらう ことも考え，

追跡調査用とは別に見学者m プレートをこれも約]00枚取り付けた。(~.~瀬要一)

:!.f l ~1折 1主1).1宇? 朱背iI"J

酋~t殿 正殿~石 f，'iJ辺

1担 JJ;( !!I JJ(. 務{柑

261.39m' 685.7m' 2.952m' 

94.245千円 28.531千円 19.528千川

第一次 後 1).1~1i Jh圧fE

大値段 ;llt ill 気技術

~備 改修

7.328m' 13 必 6 A 
27.202千円 13.905千円 36.968千1'1

弘:最~it!! 樹木 i栄作

護;~~ :}'， 札 科学窓

石 m ]収f.J 改修

72.7m' 201本 192m' 

11.422.7千円 669.5千円 14.008千円

平城主.，制;幣制iPI't内沢 平城山E事務制iì 1立ii"1~凶(1)11 1 ) 
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2 J篠原宮跡の整備

':~~~、双方の集、務(，\:j殿)から鴨公小学校に辿給する通学路整備の一環と してl:\J!堂院の中央を束

刊に走る畦目下沿いに国|路整備を行った(1ヨl中A)。新設困路は臨2.5mで 粒調砕l肢の表而-1J:上げ

とした。また，これと並行して大極殿院および':¥J!1主院地区に鹿土による広場を造成した ([支l中

s)。広場は，大極殿院の東と西を陶北に流れる 2本の民業用水路に挟まれた東西約225mの区域

のうち，大極殿!淀の市而回廊から先述の新設闘路に歪るrti北約150mの範囲である。平均盛土l平

は約50cmで，表而を化粧砂利敷，問凶のi:t而iを雌芝で処理した。また， 造成後の土I32安定のた

めに予め表土 (緋作土)の掘削除去を行ったほか，時土rl'に10m1/¥11縞で透水管を埋設するなど，

特に排水に樹立した設計を行った。周辺の米rt収地 (緋作j也)との関連から従来の水系を温存す

る必裂があり，営良時に給捌水路としてI)fj削された小規模な悲抑椛なども極力l情渠で践すこと

とした。この広場への導入路として 西方と南方の市辺から延びる化粧砂利敷の園路を設ilfし

た。本年j立の整備面舶は47.093m2，工事政は185.400千川であった。

なお，この造成地は1995年3月29日から樹原市主催のもとにIJM催される藤原京f:1!都1300年記

念事業 (ロマントピアt語版京)の会場としても利用される予定である。 (本中点)
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